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む
い
か
ら
民
家
園
で
、
元

日
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
く
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

主
屋
に
は
す
ご
ろ
く
・ 
投 とう

 
扇  
興 
な
ど
、
庭
に
は
羽
根
つ

せ
ん 
き
ょ
う

き
・
こ
ま
・
竹
と
ん
ぼ
・
け

ん
玉
な
ど
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
午
前　

時　

分
ご
ろ
か
ら
、
岩
戸
ば
や
し
保

１１

３０

存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
お
囃
子
・
獅
子
舞
」

で
新
年
を
祝
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
む
い
か
ら
民
家
園
察
（
３
４

８
９
）
８
９
８
１
（
水
・
木
曜
日
は
休
園
）

成人式企画実行委員の皆さん

　

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４

年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の
方
を
対

象
に
、
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

案
内
状
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

新
成
人
で
企
画
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
一
生
に
一
度
の
成
人
式
を

思
い
出
に
残
る
も
の
に
す
る
た
め
に

会
議
を
重
ね
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
青
少
年
課
児

童
青
少
年
係

が
ん
ば
ろ
う
！
平
成
生
ま
れ
三
代

が
ん
ば
ろ
う
！
平
成
生
ま
れ
三
代
目目

～
未
来
を
創
れ
狛
江
新
成
人

～
未
来
を
創
れ
狛
江
新
成
人
～～

成
人
式
に
参
加
く
だ
さ

成
人
式
に
参
加
く
だ
さ
いい

刺

刺

刺

刺
刺

刺

を
行
っ
た
年
度
末
の
翌
日
か
ら
６

カ
月
以
内

〔
返
済
期
間
〕
据
置
期
間
経
過
後

５
年
以
内

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
平

成　

年
２
月　

日
晶
ま
で
に
、
狛

２４

１０

江
市
社
会
福
祉
協
議
会
察
（
３
４

８
８
）
０
２
９
４
へ
。

　

一
定
所
得
以
下
の
世
帯
の
子
ど

も
を
対
象
に
学
習
塾
等
の
費
用
ま

た
は
高
校
・
大
学
等
の
受
験
費
用

の
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
貸
付
対
象
と
な
る
学
校

へ
入
学
し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り

返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

〔
対
象
〕
次
の
全
て
に
該
当
し
、

貸
付
審
査
に
お
い
て
対
象
者
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
方

▽
世
帯
の
生
計
中
心
者
（　

歳
以

２０

上
）
で
あ
る
こ
と

▽
課
税
所
得
ま
た
は
総
収
入
金
額

が
一
定
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

▽
預
貯
金
等
資
産
の
保
有
額
が
６

０
０
万
円
以
下
（
世
帯
）
で
あ
る

こ
と

▽
土
地
・
建
物
（
現
在
居
住
し
て

い
る
土
地
、
建
物
は
除
く
）
を
所

有
し
て
い
な
い
こ
と
、
な
ど

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〔
貸
付
利
率
〕
無
利
子

〔
連
帯
保
証
人
〕
１
人

〔
据
置
期
間
〕
原
則
、
貸
し
付
け

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

貸
付
事
業
貸
付

貸
付
事
業
貸
付
金金

　
　

月　

日
捷
、
狛
江
消
防
少
年
団
（
三
宅
豊
団
長
）

１１

２８

が
、「
平
成　

年
度
社
会
貢
献
青
少
年
表
彰
（
内
閣
府
特

２３

命
担
当
大
臣
表
彰
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

狛
江
消
防
少
年
団
は
昭
和　

年
、
全
国
に
先
駆
け
て

５１

発
団
し
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
続
い
て
き
た
伝
統
や

地
域
の
方
々
と
の
協
力
体
制
、
ま
た
、
規
律
訓
練
や
夏

期
合
宿
、
各
種
行
事
を
と
お
し
て
培
っ
た
地
域
に
根
差

す
活
動
が
評
価
さ
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
同
年
代
の
地

域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
防
火
防
災
訓
練
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
消

防
署
察（
３
４
８
０
）０
１

１
９

■所得制限基準額表
総収入（年間）扶養人数
２６０万円以下１人

３２０万円以下２人

３８０万円以下３人

※１人増えるごとに６０万円
加算します。賃貸物件に
住んでいる方は、年額上
限８４万円（月額上限７
万円）を限度に、家賃支
払額を総収入額から減
額できます。

■貸付資金の内容
貸付限度額貸付資金

２０万円学習塾等受講料
貸付金（※１）

〔中学校３年生〕　５万４００円受験料貸付金
（※２） 〔高校３年生等〕１０万５，０００円

（※１）１人の子どもに対して、同一年度内に
限り限度額まで複数回申し込みが可能。

（※２）１人の子どもに対して、申し込みは１
回のみ。

狛狛狛狛狛狛狛狛狛狛
江江江江江江江江江江
消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防
少少少少少少少少少少
年年年年年年年年年年
団団団団団団団団団団

大大大大大大大大大大
臣臣臣臣臣臣臣臣臣臣
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
受受受受受受受受受受

狛
江
消
防
少
年
団　

大
臣
賞
受
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞

噛
地
域
と
歩
ん
だ　

年
噛

３５

古民家園の元日開園
〔日時〕平成２４年１月１日〔日時〕平成２４年１月１日祝祝
午前９時３０分～午後４時３０午前９時３０分～午後４時３０分分

エコルマホーエコルマホールル

式式　
　
　
　
　

典典

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ンン

午
前　

時
～　

時　

分

１１

１１

３０

　

は
じ
め
ま
し
て
。
平
成　

年
２４

狛
江
市
成
人
式
企
画
実
行
委
員

会
代
表
の
高
木
翔
平
（
写
真
前

列
右
か
ら
２
番
目
）
で
す
。

　
　

歳
に
な
る
と
私
た
ち
は
成

２０
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
の
言
葉
の
と
お
り
「
人

と
し
て
成
っ
て
い
る
」
と
い
う

前
提
で
社
会
と
関
わ
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
大
人
へ
の
第
一
歩
を

笑
顔
で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
私

た
ち
成
人
式
企
画
実
行
委
員
は

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
を
引
い
て
い

る
最
中
で
す
。

　

一
生
で
一
度
の
成
人
式
で
、

今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方

々
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
な

が
ら
、
皆
さ
ん
一
緒
に
お
祝
い

し
、
大
人
へ
の
門
出
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。

　

ぜ
ひ
、
１
月
９
日
㈷
、
エ
コ

ル
マ
ホ
ー
ル
に
来
て
く
だ
さ
い
。

午
前　

時　

分
～
午
後

１１

３０

２
時　

分
３０

受け付けは午前１０時１５分か受け付けは午前１０時１５分からら

平成２４平成２４年年
１月９日　　１月９日祝祝
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市
と
叙
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
連
携

に
よ
る「
狛
江
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

が
完
成
し
ま
し
た
。

　

施
設
案
内
、
各
種
手
続
き
、
行
政

情
報
に
加
え
、
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る

著
名
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
市
を

代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
、
い
こ

い
ス
ポ
ッ
ト
、
友
好
都
市
な

ど
の
紹
介
な
ど
を
は
じ
め
、

さ
ら
に「
音
楽
の
街
倆
狛
江
」

や
「
絵
手
紙
発
祥
の
地
倆
狛

江
」
の
情
報
な
ど
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。

　
　

月
中
旬
か
ら
各
家
庭
に

１２

配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、　

月　
１２

２０

日
昇
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
に
は
、

連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
お
届
け
し
ま

す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
広
報
広
聴

担
当

　

伝
染
病
と
平
和
病
院

　

明
治　

年
、
村
内
に
赤
痢
が
蔓
延

３０

し
た
と
き
、 
急  
遽  
隔  
離 
病
舎
（
避
病

き
ゅ
う 
き
ょ 
か
く 
り

院
）
を
龍
光
寺
原
（
現
在
の
一
中
付

近
）
に
建
て
、
伝
染
病
の
疑
い
の
あ

る
患
者
は
直
ち
に
収
容
さ
れ
、「
院

長
」
と
呼
ば
れ
た
住
み
込
み
の
人
が

介
護
や
食
事
の
世
話
を
し
た
。

　

昭
和　

年
頃
に
は
府
中
に
保
健
所

１４

が
で
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
黒
塗
り

の
乗
用
車
で
小
平
に
あ
る
昭
和
病
院

に
運
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
旦

伝
染
病
が
発
生
す
る
と
隔
離
以
外
ど

う
し
よ
う
も
な
い
の
が
実
情
だ
っ
た
。

　

太
平
洋
戦
争
後
、
一
時
多
摩
川
病

院
に
運
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
大
蔵
病
院
と
契
約
し
、
伝
染
病

対
策
と
し
て
五
床
を
確
保
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
昭
和　

年
頃
、
大
蔵
病

２７

院
が
国
か
ら
地
方
に
委
譲
さ
れ
る
と

い
う
話
が
出
て
、
次
の
手
立
て
を
考

え
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
狛
江
町
、
神

代
村
、
調
布
町
、
多
磨
村
、
府
中
町
、

西
府
村
の
六
町
村
で
「
北
多
摩
郡
平

和
病
院
組
合
」
を
設
立
し
よ
う
と
い

う
話
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
し
た

が
い
昭
和　

年
３
月
に
組
合
を
設
立

２８

し
た
。
そ
の
頃
は
伝
染
病
患
者
が
多

く
昭
和　

年
度
一
年
間
で
町
内
の
患

２８

者
は
赤
痢
４
人
、 
猩  
紅  
熱 
３
人
、
日

し
ょ
う 
こ
う 
ね
つ

本
脳
炎
１
人
の
合
計
８
人
も
い
た
。

　

そ
の
と
き
平
和
病
院
組
合
が
選
定

し
た
場
所
は
慈
恵
医
科
大
学
第
三
病

院
の
敷
地
内
で
、
患
者
を
そ
こ
に
収

容
し
、
治
療
も
同
病
院
に
委
託
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
近
く
の
住
民
か
ら

反
対
運
動
が
起
こ
り
、
昭
和　

年　
２８

１２

月　

日
の
狛
江
町
議
会
で
は　

人
の

１４

１６

議
員
が
退
席
す
る
中
、
病
院
組
合
脱

退
が
可
決
さ
れ
た
。

　

し
か
し
そ
の
と
き
組
合
は
す
で
に

成
立
し
、
補
助
金
も
出
る
段
階
に
な

っ
て
い
た
た
め
狛
江
町
の
脱
退
は
無

効
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
平
和
病
院

設
立
の
動
き
は
進
ん
で
い
っ
た
。

　

そ
し
て
昭
和　

年　

月
に
病
院
は

２９

１１

完
成
し
、　

月
か
ら
診
療
を
始
め
た
。

１２

ベ
ッ
ド
数　

床
、
院
長
は
慈
恵
医
科

３０

大
学
第
三
病
院
長
が
兼
務
、
医
師
も

看
護
婦
も
慈
恵
医
科
大
学
第
三
病
院

か
ら
出
向
し
て
患
者
の
治
療
に
あ
た

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

も
め
て
い
た
狛
江
町
と
組
合
側
の

紛
争
に
つ
い
て
も
、
昭
和　

年
３
月

３１

に
東
京
都
の
斡
旋
が
あ
っ
て
、
都
道

か
ら
病
院
ま
で
の
道
路
の
拡
幅
工
事

は
組
合
側
が
補
助
金
を
出
す
こ
と
、

病
院
を
中
心
に
半
径
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
内
で
発
生
し
た
伝
染
病
患
者
に

つ
い
て
は
、
治
療
代
を
無
料
に
す
る

こ
と
な
ど
で
や
っ
と
解
決
し
た
。

　

開
院
し
た
昭
和　

年
か
ら　

年
ま

２９

４７

で
の　

年
間
に
収
容
さ
れ
た
狛
江
町

１９

民
は
合
計
で
５
６
２
人
、
病
名
で
は

１
位
赤
痢
（
疫
痢
）
２
６
３
人
、
２

位
猩
紅
熱
２
４
３
人
、
３
位
ジ
フ
テ

リ
ア　

人
、
４
位
日
本
脳
炎　

人
、

３４

１０

５
位
腸
チ
ブ
ス
８
人
、
６
位
パ
ラ
チ

フ
ス
４
人
と
続
く
。

　

そ
の
後
、
昭
和　

年
４
月　

日
に

５７

３０

は
土
地
を
慈
恵
医
科
大
学
第
三
病
院

に
返
還
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
こ

の
頃
に
な
る
と
患
者
数
も
減
少
し
て

き
た
の
で
病
院
は
閉
鎖
さ
れ
た
。

　

閉
鎖
後
も
一
時
期
慈
恵
医
科
大
学

第
三
病
院
や
立
川
地
区
共
立
病
院
組

合
に
委
託
し
て
い
る
時
期
も
あ
っ
た
。

　
　

井
上　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

　

平
成　

年
度
狛
江
市
技
能
・
農
業

２３

功
労
者
表
彰
式
を　

月　

日
抄
に
市

１１

２３

役
所
で
行
い
、
次
の
方
々
を
表
彰
し

ま
し
た
。

■
技
能
功
労
者

〔
対
象
〕
永
年
市
内
で
技
能
の
研
さ

ん
に
励
み
、
他
の
技
能
者
の
模
範
と

認
め
ら
れ
る
方

（
写
真
右
か
ら
）

▽
青
柳
清
次
郎
さ
ん
（
駒
井
町
三
丁

目
在
住
・
建
築
技
能
）

▽
池
田
義
春
さ
ん
（
東
和
泉
一
丁
目

在
住
・
建
築
技
能
）

▽
知
見
孝
一
さ
ん
（
岩
戸
南
四
丁
目

在
住
・
建
築
技
能
）

▽
依
田
美
智
子
さ
ん
（
東
野
川
三
丁

目
在
住
・
服
飾
技
能
）

▽
筒
井
康
生
さ
ん
（
東
野
川
三
丁
目

在
住
・
精
密
機
械
技
能
）

▽
小
谷
野
一
徳
さ
ん
（
東
和
泉
二
丁

目
在
住
・
造
園
技
能
）

■
農
業
功
労
者

〔
対
象
〕
永
年
市
内
で
農
業
に
従
事

さ
れ
、
他
の
農
業
従
事
者
の
模
範
と

認
め
ら
れ
る
方

▽
冨
永
和
身
さ
ん
（
西
野
川
二
丁
目

在
住
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
政
策
室
秘
書
担
当

　

平
成　

年
度
中
に
お
け
る
職

２４

員
の
欠
員
補
充
の
た
め
採
用
資

格
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

〔
職
種
等
〕
下
表
参
照

〔
実
施
要
項
・
申
込
書
配
布
期

間
〕　

月　

日
昇
ま
で
職
員
課

１２

２７

で
配
布
し
ま
す
※
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

〔
第
一
次
試
験
日
〕
平
成　

年
２４

１
月　

日
松

２１

※
受
験
資
格
、
申
込
方
法
な
ど
、

詳
細
は
実
施
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕

　

月　

日
昇
（
必
着
）
ま
で
に
、

１２

２７

持
参
ま
た
は
郵
送（
特
定
記
録
）

で
職
員
課
へ
。

－その　２１３　－

?
?

?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?

「「
狛
江
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

狛
江
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
をを

発
行
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　

発
行
し
ま
し
たた

平
成　

年
度　
技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技
能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功
労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労

技
能
・
農
業
功
労
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
を
表
彰

２３

落落落落落落落落落落
葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉
・・・・・・・・・・
剪剪剪剪剪剪剪剪剪剪
定定定定定定定定定定
枝枝枝枝枝枝枝枝枝枝
堆堆堆堆堆堆堆堆堆堆
肥肥肥肥肥肥肥肥肥肥
のののののののののの
放放放放放放放放放放
射射射射射射射射射射
能能能能能能能能能能
検検検検検検検検検検

落
葉
・
剪
定
枝
堆
肥
の
放
射
能
検
査査査査査査査査査査査

　

東
京
都
は
、
都
内
の　

市
区
町

２９

村
の
農
家
で
生
産
し
た
落
葉
・
剪

定
枝
堆
肥
の
１
２
９
検
体
（
市
内

３
検
体
）
に
つ
い
て
放
射
能
検
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

市
内
の
１
検
体
を
含
む　

区
市
の

１０

　

検
体
で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
暫

１３定
許
容
値
（
４
０
０
ベ
ク
レ
ル
／

手
）
を
上
回
っ
た
た
め
、
該
当
の

堆
肥
を
生
産
し
た
農
家
に
対
し
て
、

使
用
の
自
粛
と
廃
棄
を
要
請
し
ま
し

た
。
該
当
の
堆
肥
は
、
落
葉
・
剪
定

枝
等
が
主
な
原
料
で
、
農
家
で
の
自

給
用
と
し
て
生
産
さ
れ
て
お
り
、
一

般
へ
の
流
通
、
市
内
農
地
へ
の
使
用

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
東
京
都
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
農
産
物
や
堆
肥
の
放
射
能

検
査
を
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ま
た
、
平
成　

年
度
の
落
葉
・
剪
定

２３

枝
を
原
料
と
し
た
堆
肥
の
生
産
お

よ
び
使
用
を
見
合
わ
せ
る
通
知
を

農
家
へ
周
知
し
ま
す
。

　

な
お
、
東
京
都
と
Ｊ
Ａ
東
京
中

央
会
で
構
成
さ
れ
て
い
る
対
策
会

議
で
６
月
・
８
月
・　

月
に
実
施

１０

し
た
市
内
農
産
物
の
検
査
で
は
、

放
射
性
ヨ
ウ
素
お
よ
び
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
と
も「
検
出
限
界
値
未
満
」

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
地
域
活
性
課
地

域
振
興
係

〔
職
種
〕
保
健
師

〔
対
象
〕
心
身
共
に
健
康
な　

歳
６５

未
満
の
方
で
、
保
健
師
の
資
格
を

有
す
る
方

〔
募
集
人
員
〕
１
人

〔
任
用
期
間
〕
平
成　

年
４
月
１

２４

日
～
平
成　

年
３
月　

日
※
必
要

２５

３１

に
応
じ
て
任
用
期
間
を
更
新
す
る

場
合
あ
り

〔
勤
務
時
間
等
〕
週
５
日
（
月
～

金
曜
日
）、午
前
８
時　

分
～
午
後

３０

５
時

〔
報
酬
月
額
〕　

万
５
０
０
円（
予

２９

定
）

〔
勤
務
場
所
〕
市
役
所

〔
面
接
試
験
日
〕１
月　

日
昭（
予

１２

定
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　
１２

月　

日
昇
（
必
着
）
ま
で
に
、
市

２７
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
添
付
し
た

も
の
お
よ
び
資
格
証
明
書
の
写
し

を
持
参
、
ま
た
は
郵
送
（
特
定
記

録
）
で
職
員
課
へ
。

■職種・受験資格等

募集人員受験資格等学歴区分職　　種
若干名昭和６１年４月２日以降生まれの方大学一般事務

１人昭和４０年４月２日以降生まれの方で建築士（１級
または２級）または建築設備士の資格を有する方大学一般技術（建築）

若干名昭和４０年４月２日以降生まれの方
※身体障害者手帳の交付を受けている方

大学
短大
高校

一般事務
（身体障がい者対象）

１人
昭和５６年４月２日以降生まれの方で保育士の資格
を有する方
※平成２４年３月卒業見込みの方を含みます。

害害保育士

１人昭和５６年４月２日以降生まれの方で管理栄養士の
資格を有する方害害管理栄養士

7 7777777777777777777777777777777

嘱
託
職
員
募

嘱
託
職
員
募
集集

平
成　

年
度

２４
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貨　広報こまえ　平成 ２３ 年（２０１１ 年）１２ 月 １５ 日

毎月第2火曜日を「こま丼デー」とし、市役所食堂でこま丼（野菜丼）を販売しています。

パパパパパパパパパパブブブブブブブブブブリリリリリリリリリリッッッッッッッッッッククククククククククココココココココココメメメメメメメメメメンンンンンンンンンンパブリックコメントトトトトトトトトトト
結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果（（（（（（（（（（概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要））））））））））のののののののののの公公公公公公公公公公結果（概要）の公表表表表表表表表表表表

　１０月１５日から２８日まで「（仮称）狛江市多摩川河
川敷の環境を保全する条例骨子」と「（仮称）狛江
市環境美化条例骨子」に対するパブリックコメン
トを実施しました。今回いただいた主なご意見と
それに対する回答を公表します。
　なお、パブリックコメントの回答の詳細は環境
管理課で閲覧できる他、市ホームページからもご
覧になれます。
〔問い合わせ〕環境管理課環境整備係

■（仮称）狛江市多摩川河川敷の環境を保全する条例骨子に関するパブリックコメント結果（概要）
回　　　答意　　　見

　多摩川は河川法により国土交通省が管理していますが、同法ではバーベキューや花火などの迷惑行
為を規制することができなく、苦慮していました。しかし、近隣住民からは騒音やごみの不法投棄、
住宅への不法侵入による排せつ、それに伴う異臭や不眠に悩まされ続けていました。
　川崎市が実施している有料化によるバーベキュー施設と比較すると、市は現在バーベキューが多く
行われている和泉多摩川河川敷から住宅地までの距離が大変近く、また、風向きも多摩川から住宅地
に向けて吹いており、バーベキュー・花火の騒音や臭いが届く距離となっています。このことから有
料化でバーベキュー施設を設置し、問題の解決を図ることは困難と判断しました。
　また、和泉多摩川河川敷へマナー向上の看板を設置したり、早期的な対応として平成２３年４月２９日
より河川敷へ向かう道路の車両通行止めおよびポールを設け、違法駐車対策を行うことで、まずは車
で訪れるバーベキュー利用者やバーベキュー機材レンタル業者の減少を図るなど取り組みを行いまし
た。しかしながら、平成２３年４月２９日より大型連休期間の１０日間に行った多摩川河川敷バーベキュー
利用状況調査で、平成２２年９月の大型連休に実施した同調査と比較し、駐車車両は減少したものの、
利用者は増加するという結果となり、騒音、悪臭、ごみの投棄のマナー向上も見られないことから、
バーベキューおよび花火の禁止を条例化するという結論に至りました。

　和泉多摩川駅周辺のバーベキューの様子などを見ているとマナーを守らず
に自分勝手な時間を楽しんでいる人々もいるようです。ただ、すべて禁止に
すれば、それでよいのでしょうか？
　子どもたちと河原で家族や友人たちとバーベキューできることは本当に貴
重だと考えています。子どもたちが思いっきり遊べるということももちろん
ですが、そのような場でこれから大人になっていく子どもたちへ、さまざま
なマナーを教えることもできるのです。

　ごみの放置については、原則として「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（昭和４５年法律第１３７号）
第１６条において「何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない」と規制しています。ごみについては、
このような現行の法律によって対応していきます。

　一部の方はごみを持ち帰るようにしていますが、同じように一部の方はご
みを放置しています。本来は、狛江市のごみ袋を購入していただき、入れて
もらうようにすればよいのではないかと思います。

　バーベキューや花火を禁止する多摩川河川敷環境保全区域について、区域の指定、区域の変更およ
び解除については告示行為で行います。バーべキュー利用者が減少し、河川敷を管理できる状況が整
った場合は、区域を減少させていくことも可能です。

　条例で、バーベキュー等の禁止は当面実施されるべきと思います。近隣に
迷惑をかけずに楽しんでいる人々に対してはしばらく気の毒ではあります
が、市でしかるべき利用条件や設備を整えて一部解放できる場所を設定され、
管理徹底できる状況が整えば、早期に多くの人がそれぞれのスタイルで川辺
を楽しんでもらえる環境に戻して良いのではと考えます。

　打ち上げ花火以外の花火についても、河川敷に集まった人々が花火を行うことで、深夜まで騒ぐと
いう行為自体に苦情が寄せられています。そのため、多摩川河川敷環境保全区域内において手持ち花
火等を含んだ全ての花火について、禁止とします。

　ロケット花火などの打ち上げ花火は危険性もあるので禁止すべきですが、
手持ち花火や据え置きの花火については禁止にしなくてよいのではないでしょ
うか。

　騒音につきましては、「騒音規制法」（昭和４３年法律第９８号）により規制されており、このような現
行の法律によって対応していきます。

　もともと禁止行為ではあったと思いますが、花火の禁止に関しては、度を
過ぎる違反者が発見されても取り締まりを誰も行わなかったという点が問題
でした。これも節度を持って安全に花火を楽しんでいた人には、気の毒な展
開となっています。
　いずれも、指定区域を明確にし、迷惑行為である「騒音」をきちんと取り
締まることを目的とした根本解決に向けた条例の中身へと変更した方がよい
と思います。

　河川敷は原則「自由使用」であることから、権利を制限する箇所は最低限の場所であるよう、これ
までにバーベキューおよび花火について苦情が多数寄せられた場所を環境保全区域として指定してい
きたいと考えています。
　また、占用をすると管理権が発生し、それに基づき行為を規制できますが、管理権を持たなくとも、
行政区域内で行われる行為について、上位にあたる法律がない場合は、市の条例で規制をかけること
は合法です。すでに、他の自治体においても事例があります。

　今後、占用してない場所で問題が発生することを予測し、後追い対応にな
らぬよう、市内の河川敷全区域を占用するなど条例区域を設定していただく
ことを希望します。

　バーベキュー等および花火を行うことを認める例外規定については、条例施行規則等で定めていき
たいと考えています。

　市が主催または共催する行事、伝統行事の「どんど焼き」、観光協会が共
催する「いかだレース」、「花火大会」、宗教行事になるが「灯籠流し」等が
抵触しないような文言が必要ではないか。バーベキューと花火に意識が集中
しすぎている。大所からの思慮に欠けないよう願う。

　条例施行後は河川敷に指導員を置き、勧告を行うことを予定しています。　誰が、何時、行うのか。「環境美化条例」のように指導員または監視員の
定めが必要ではないか。

　条例案では実効性のある行政罰の過料としました。
　「指導又は勧告を受けた者が、これに従わないときは、２万円以下の罰金
に処する」となっているが、刑事罰ではなく地方自治法に定める過料を適用
すれば足りるのではないかと思う。

　罰則規定を定めましたので、十分な周知期間を１年間設定するとともに、マスコミ・市ホームペー
ジ・インターネットの活用や、現地での広報等、市内外に対して周知をしていきます。

　制定から施行まで十分な周知期間および方法を取り、市内・市外に向け発
信していただきたくお願いします。バーベキュー利用者は市民だけではあり
ませんので。

■（仮称）狛江市環境美化条例骨子に関するパブリックコメント結果（概要）
回　　　答意　　　見

　本条例では「ポイ捨て」と「喫煙」を規制対象としていますが、今後、状況に応じて検討していきます。　美化は「ポイ捨て」のみではない、立看板や犬のふん、空き地などがある。

　骨子では市全域の屋外の公共の場所での喫煙禁止としていましたが、条例案では重点区域内での喫
煙を禁止とし、市全域での公共の場所では喫煙しないよう努めなければならないとしました。
（１）携帯灰皿使用での喫煙を認めますと、歩行喫煙や煙、臭いの苦情に対応できなくなると考えま
す。
（２）私有地における適正に管理された灰皿での喫煙は規制しません。なお設置場所については、灰
皿の適正配置のお願いにより、喫煙者・非喫煙者の共存を図りたいと考えます。

　重点区域以外の路上での喫煙を次の条件付きで認めること。
（１）携帯灰皿を使用すること。
（２）煙草小売店が店頭に設置する灰皿を使用すること。ただし、人の通行
の多い場所または児童の周囲においては喫煙しないこと。
　携帯灰皿、店頭灰皿の利用率アップの現状を認識し、マナーを守っている
善良な愛煙家に大気の中で紫煙をくゆらせる機会を与えてください。

　狛江駅北口の喫煙所の設置位置、設備は問題があるとのご意見は多数いただいており、見直しの予
定です。代替の場所や設備についても可能な限り歩行者に影響の少ないものにしていくよう検討中で
す。

　現在、狛江駅の北口に喫煙所がありますが、周りは煙が充満しています。
しかも噴水やバス停が近いので、噴水付近で遊ぶ子どもやバスを待つお年寄
りなどにも悪影響があります。
　路上喫煙を禁止にした際、喫煙場所を作ってもいいのですが、可能な限り
人通りの少ない場所に設置するなど配慮が必要だと思います。

　「重点区域」内での喫煙行為に対して罰則を適用します。しかし、喫煙者と非喫煙者がお互いに気
持ちよく共存できるルールも大切であり、喫煙可能場所を設置するべきとの考えからです。

　「重点区域」を設け、「市民等の快適で清潔な生活環境を確保するためまち
の美化を特に推進する」とあるが、その中に喫煙可能場所をあえて設置する
理由はなぜか。

　条例制定後から周知活動を実施し、条例施行後は指導員によるパトロールやキャンペーン活動を実
施する予定です。

　条例ができ、地面にマークがつけられても形骸化しては意味がない。重点
地域の徹底した管理を望む。過料のためでなく、きれいな道やきれいな空気
を守るために指導員を配備してほしい。

　重点区域以外でも、市民の皆さんの意見を聞きながら、ポスターの掲示等周知・啓発活動を実施する
予定です。また、継続観察調査により改善が見られない場合は、重点区域の変更も検討していきます。

　環境美化条例骨子の中の「重点区域の設置」で「自転車等放置禁止区域」
をあてるとしていますが、ぜひ学校周辺道路を「重点区域」に入れて、道路
に表示を貼ってください。

　路上喫煙者の多くは公共交通機関と自宅間での歩行喫煙者であり、市の面積から考えると喫煙を我
慢できる範囲であるとの考えから、屋外の公共の場所での喫煙を規制対象としました。
　罰則無しでは規制の実効性が低くなるとの考えです。罰則があることにより指導の効果も向上すると
考えています。条例案では、重点区域内においてポイ捨てを罰金とし、喫煙については過料としました。

　路上喫煙全面禁止、禁煙違反者の「罰金」に反対します。
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進
係
ớ
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ồ
Ờ
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ

⚑
⚑
⚘
⚑
へ
Ố

 
■
む
し
歯
予
防
教
室

ờ
日
程
・
対
象
Ở
▽
⚑
歳
児
か
ら
⚑

歳
⚖
カ
月
児
ま
で
の
保
護
者　

平
成

　

年
⚑
月　

日
昌
▽
⚑
歳
⚗
カ
月
児

⚒⚔

⚑⚘

か
ら
⚒
歳
児
の
保
護
者　

平
成　

年
⚒⚔

⚑
月　

日
昭
ờ
時
間
Ở
午
前　

時
Ỗ

⚑⚙

⚑⚐

　

時
ờ
定
員
Ở
各　

人
ờ
持
ち
物
Ở

⚑⚑

⚑⚕

母
子
健
康
手
帳
・
黒
ボ
ồ
ル
ペ
ン
・

現
在
使
ỳ
て
い
る
幼
児
の
歯
ブ
ラ
シ

ờ
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở

健
康
支
援
課
健
康
推
進
係
ớ
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ồ
Ờ
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ

⚑
⚑
⚘
⚑
へ
Ố

■
育
児
学
級

　

生
後
⚕
・
⚖
カ
月
ご
ろ
の
乳
児
の

離
乳
食
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
Ố
受

講
中
は
民
生
・
児
童
委
員
の
協
力
に

よ
り
乳
児
を
お
預
か
り
し
ま
す
Ố

ờ
日
時
Ở
平
成　

年
⚑
月　

日
晶
受

⚒⚔

⚒⚐

付
時
間
は
午
後
⚑
時
Ỗ
⚑
時　

分
⚒⚐

ớ
⚓
時
終
了
予
定
Ờờ
対
象
Ở
第
一
子

目
の
保
護
者
ờ
定
員
Ở　

人
ờ
持
ち

⚒⚐

物
Ở
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・

バ
ス
タ
オ
ル
・
乳
児
の
飲
み
物
な
ど

ờ
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở

健
康
支
援
課
健
康
推
進
係
ớ
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ồ
Ờ
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ

⚑
⚑
⚘
⚑
へ
Ố

■
⚑
月
の
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
健
美
操　
ờ
日
程
Ở　

日
昌
ờ
講

⚑⚑

師
Ở 
橳  
島 
和
佳
惠
さ
ん

ぬ
で 
し
ま

▽
体
を
ケ
ア
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

る
・
や
さ
し
い
ヨ
ガ　
ờ
日
程
Ở　

日
⚑⚖

捷
ờ
講
師
Ở
中
田
三
華
さ
ん

▽
認
知
症
予
防
の
た
め
の
音
楽
療
法

　
ờ
日
程
Ở　

日
捷
ờ
講
師
Ở
野
田
千

⚒⚓

恵
子
さ
ん

　

各
日
ờ
時
間
Ở
午
後
⚑
時　

分
Ỗ

⚓⚐

⚓
時
ờ
定
員
Ở
先
着　

人
※
水
分
を

⚒⚐

各
自
準
備
し
ỏ
運
動
の
際
は
動
き
や

す
い
服
装
・
上
履
き
で
Ố

ờ
会
場
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
Ở

こ
ま
え
苑
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚙
Ờ
⚒
⚔
⚒

⚒
へ
Ố

 
■
フ
ロ
ア
ồ
健
康
相
談

　

自
分
や
家
族
の
健
康
の
こ
と
な
ど

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
Ố

ờ
日
時
Ở　

月　

日
晶
午
前
⚙
時　

⚑⚒

⚑⚖

⚓⚐

分
Ỗ　

時　

分

⚑⚑

⚓⚐

ờ
会
場
・
問
い
合
わ
せ
Ở
健
康
支
援

課
健
康
推
進
係
ớ
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ồ
Ờ
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ
⚑
⚑
⚘
⚑

■
育
児
相
談
Ỗ
子
ど
も
の
身
長
ỏ
体

重
も
測
れ
ま
す
Ỗ

　

保
健
師
ỏ
助
産
師
ỏ
栄
養
士
ỏ
歯

科
衛
生
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
Ố

ờ
日
時
Ở　

月　

日
昌
午
前
⚙
時　

⚑⚒

⚒⚑

⚓⚐

分
Ỗ　

時　

分
ờ
持
ち
物
Ở
母
子
健

⚑⚑

⚓⚐

康
手
帳

ờ
会
場
・
問
い
合
わ
せ
Ở
健
康
支
援

課
健
康
推
進
係
ớ
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ồ
Ờ
察
ớ
⚓
⚔
⚘
⚘
Ờ
⚑
⚑
⚘
⚑
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J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J
J

　

土
地
・
家
屋
以
外
で
事
業
（
工

場
・
事
務
所
・
店
舗
・
ア
パ
ー
ト
・

駐
車
場
等
）
の
用
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
償
却
資
産
の
所
有
者
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
所
有
す
る
償

却
資
産
を
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず

申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
告
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

初
め
て
申
告
す
る
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

酸
償
却
資
産
と
は

　

工
場
や
商
店
・
ア
パ
ー
ト
等
を

経
営
し
て
い
る
方
が
所
有
す
る
事

業
用
資
産
で
、
法
人
税
ま
た
は
所

得
税
で
減
価
償
却
の
対
象
と
な
る

資
産
で
す
。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
平
成

　

年
１
月　

日
昇
ま
で
に
課
税
課

２４

３１

へ
。

　

平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
の
新
し

２４

い
○親
 

医
療
証
は
、　

月
下
旬
に
送
付

１２

し
ま
す
。

　

１
月
１
日
以
降
に
診
療
を
受
け
る

と
き
は
、
必
ず
新
し
い
○親
 

医
療
証
と

健
康
保
険
証
を
一
緒
に
医
療
機
関
の

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

有
効
期
間
の
過
ぎ
た
○親
 

医
療
証
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
自
身
で

破
棄
す
る
か
、
子
育
て
支
援
課
へ
お

返
し
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

〔
交
付
さ
れ
る
方
〕
有
効
期
間
が　
１２

月　

日
ま
で
の
○親
 

医
療
証
を
お
持
ち

３１
で
、
平
成　

年
中
の
所
得
が
別
表
の

２２

所
得
制
限
基
準
額
未
満
の
方
で
す
。

た
だ
し
、
現
況
届
が
未
提
出
の
方
は
、

提
出
後
の
交
付
に
な
り
ま
す
。

 　
　

歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で
の
児

１８
童
（
児
童
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る

場
合
は　

歳
到
達
前
ま
で
）
が
、
次

２０

の
受
給
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
、
そ
の
児
童
と
父
ま
た
は
母

ま
た
は
養
育
者
（
父
母
以
外
の
者
が

養
育
し
て
い
る
と
き
）
の
医
療
費
の

自
己
負
担
分
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
市
内
に
住
所
を
有
し
、
健
康
保
険

に
加
入
し
て
お
り
、
平
成　

年
中
の

２２

世
帯
の
所
得
が
下
表
の
所
得
制
限
基

準
額
未
満
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
単
身
の
異
性
が
同
住
所
地

に
居
住
し
て
い
る
場
合
（
単
身
の
異

性
が
、
直
系
血
族
お
よ
び
兄
弟
姉
妹

等
扶
養
義
務
者
に
あ
た
る
場
合
を
除

く
）
や
、
離
婚
は
成
立
し
た
が
、
元

配
偶
者
が
同
住
所
地
に
居
住
し
て
い

る
場
合
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
と
し
て

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費費

助
成
制
度
と

助
成
制
度
と
はは

　

年
末
は
飲
酒
す
る
機
会
の
多
い

時
期
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
意
識

し
て
、
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
飲

酒
運
転
を
根
絶
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
運
転
は

し
な
い
・
運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲

ま
な
い

▽
酒
を
飲
ん
だ
人
に
は
運
転
さ
せ

な
い
・
同
乗
し
な
い

▽
運
転
す
る
人
に
は
酒
を
出
さ
な

い
・
勧
め
な
い

〔
問
い
合
わ
せ
〕
安
心
安
全
課

償
却
資
産
の
申

償
却
資
産
の
申
告告

■付帯料金
金　　額品　　名

２万１，０００円～２万６，２５０円写真代

８，４００円～１万５００円会葬礼状（１００枚）

８，４００円～１万５００円ドライアイス

２万６，２５０円～３万１，５００円花額

１万５００円から供物

１万５，７５０円から生け花

３万１，５００円～５万２，５００円祭壇花

１万５００円～１万５，７５０円花輪

２万６，２５０円から十字架

実費寝台車代

３，１５０円から案内看板

１万５，７５０円から大看板

２万１，０００円からハイヤー

３万９，９００円～４万２，０００円
マイクロバス
（２０灼まで）

６万３，０００円から
テント一式
（２間×１．５間）

※金額は税込料金です。上記料金の他、後飾り壇、
はらい串、ハンカチ、清塩等は別料金となりま
すので、市民葬儀取扱店と十分打ち合わせをし
てください。
※葬家の都合により数量が変動したり、必要なも
のと不必要なものがあり価格が変動します。

認
定
で
き
ま
せ
ん
。

●
受
給
要
件

▽
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
を

有
す
る
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明
で
あ
る

児
童

▽
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺
棄
さ

れ
て
い
る
児
童

▽
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
１
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

▽
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
生
し
、

父
か
ら
援
助
さ
れ
て
い
な
い
児
童

●
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
保
険
証

▽
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

▽
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
交
付
さ
れ

て
い
る
方
）

▽
平
成　

年
１
月
１
日
の
住
所
地
の

２３

区
市
町
村
長
が
発
行
し
た
「
平
成　
２３

年
度
住
民
税
課
税
証
明
書
」（
平
成　
２３

年
１
月
２
日
以
降
市
内
に
転
入
の
方

の
み
）

※
用
件
に
よ
り
異
な
っ
た
添
付
書
類

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
子
育
て
支
援
課
手

当
助
成
係

■償却資産の例示

課　　税　　客　　体資産の種類

門、塀、舗装路面、煙突、ネオン、内装、
外装、庭園、そのほか土地に定着する土木
設備等

構築物

旋盤、ボール盤、プレス機、モーター、ポ
ンプ、科学機械、コンベアー、医療機械、
そのほか物品の製造・加工等に使用する機
械および装置等

機械および
装置

ボート、釣り船、貨物船等船舶

飛行機、ヘリコプター、グライダー等航空機

フォークリフト、構内運搬車、自転車、大
型特殊自動車、ロードローラー、ブルドー
ザー、パワーショベル、タイヤローラー等
（ただし、自動車税、軽自動車税が課税さ
れるものは除く）

車両および
運搬具

机、椅子、計算機、測定工具、検定工具、
応接セット、陳列ケース、ロッカー、医療
用機器、理容・美容機器、金庫、タイプラ
イター、自動販売機、冷蔵庫、テレビ、ク
ーラー、そのほか各種工具および備品等

工具・器具
および備品

※アパートや駐車場などを経営されている場合、土地・
家屋以外の資産（エアコン、外溝、塀、アスファルト
舗装、砂利敷、フェンス等）が、償却資産に該当しま
す。

平
成

　

年
度

２４

　

万
が
一
、
家
族
に
ご
不
幸
が
あ
っ
た
と
き
、
遺
族
に
と
っ
て
葬
儀
費
用
は
、
大
き
な
負

担
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
葬
儀
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
葬
儀
を
行
う
場
合
に
、
標
準
的
な
葬
儀
を
廉
価

で
行
い
、
家
族
の
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

皿
利
用
で
き
る
方

　

市
内
で
葬
儀
を
執
り
行
う
市
民

皿
申
請
場
所

　

市
民
課
（
閉
庁
時
は
１
階
宿
直

室
）

皿
料
金

　

左
表
の
と
お
り
（
祭
壇
の
仕
様

は
Ａ
・
Ｂ
を
選
べ
ま
す
）

皿
申
請
方
法

　

狛
江
市
市
民
葬
儀
券
交
付
申
請

書
を
記
入
の
上
、「
葬
儀
券
」
を
受

け
取
り
、
市
民
葬
儀
取
扱
店
に
渡

し
て
申
し
込
み
ま
す
。

　

葬
儀
終
了
後
、
葬
儀
券
に
定
め

ら
れ
た
料
金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
課

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬
儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
をををををををををををををををををををををを
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
ささささささささささささささささささささささ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

市
民
葬
儀
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

市
民
葬
儀
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
いい

■所得制限基準額（８万円控除後）
扶養義務者申請者扶養者の数
２３６万円１９２万円０人

２７４万円２３０万円１人

３１２万円２６８万円２人

３５０万円３０６万円３人
３８８万円３４４万円４人

※扶養義務者とは、申請者と同居してい
る直系血族・兄弟姉妹のことです。
　雑損・医療費控除・小規模企業共済等
掛金控除・配偶者特別控除額等は所得
から控除できます。

■市民葬儀取扱店
電話番号所在地業　者　名

０１２０（５９１）７００
（３４３０）１７００

東和泉１－１０
－３

叙沖田ダイイチ

０１２０（５１２）６１２
（５４９７）３９００

岩戸北３－１
－１０

叙有山葬儀社

０１２０（７８９）２４６
東和泉１－１２
－６

女まこと式典
狛江支店

０４２（３６６）７０００
府中市白糸台
１－１４－１４

マインズ農業協
同組合
葬祭センター

（３４８０）０６０９
東和泉３－１０
－３

葬儀のいしかわ
和泉多摩川店

※いずれも２４時間受け付けています。

■狛江市民葬儀料金表
ＢＡ区　分

２１万７，３５０円
金襴５段

祭 壇 彫刻３段

１７万３，２５０円金襴４段

２万６，４８０円２０灼まで
霊柩車

３万１，８４０円３０灼まで

５万３，１００円大人
火葬料

２万９，０００円小人

１万１，４４５円（７寸）
１万２９０円（６寸）

大人
容器代

５，０４０円小人

※火葬料は非課税ですが、その他は税込料金です。
※料金表の「小人」とは、満６歳未満です。
※祭壇は、祭壇用品、棺および納棺用品、受付用
具、焼香用具、役所手続きを含み、使用日数は２
日以内です。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証（（
碓碓親親
医
療
証
）

 

医
療
証
）

を
送
付
し
ま

を
送
付
し
ま
すす

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証（
碓親
 

医
療
証
）

を
送
付
し
ま
す

飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲飲
酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒酒
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転
さささささささささささささささささささささ
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
ななななななななななななななななななななな

飲
酒
運
転
さ
せ
な
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

TTTTTTTTTTTTTTTTTTTTT
OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKK
YYYYYYYYYYYYYYYYYYYYY
OOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO
キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

T
O
K
Y
O
キ
ャ
ン
ペ
ー
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

　

月　

日
木
～　

日
水

１２

２２

２８
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■
２
０
１
２
都
民
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
「
第　

回
都
民
寄
席
」

４２

〔
日
時
〕
平
成　

年
２
月
５
日
掌
午

２４

後
２
時
開
演
（
１
時　

分
開
場
）〔
会

３０

場
〕
西
河
原
公
民
館
〔
対
象
〕
市
内

在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方
〔
定
員
〕

１
０
０
人
※
多
数
抽
選
〔
出
演
〕
春

風
亭
小
柳
枝
さ
ん
・
林
家
正
蔵
さ
ん
、

他〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
平
成

　

年
１
月　

日
晶
（
消
印
有
効
）
ま

２４

１３

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
人
数
（
１
枚
２
人

ま
で
）、
在
学
・
在
勤
の
場
合
は
学

校
名
ま
た
は
勤
務
先
を
明
記
の
上
、

地
域
活
性
課
市
民
文
化
係
へ
。

 
■
狛
江
市
国
際
交
流
協
会
・
狛
江
市

日
本
語
教
室
「
２
０
１
２
年
外
国
人

に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
大
会
」
出

場
者

〔
日
時
〕
平
成　

年
３
月
３
日
松
午

２４

後
５
時
か
ら
〔
会
場
〕
西
河
原
公
民

館
〔
定
員
〕　

人
程
度
（
多
数
抽
選
）

１５

※
市
外
居
住
者
も
出
場
可
。
な
お
、

出
場
者
に
は
表
彰
お
よ
び
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
平
成

　

年
１
月　

日
昇
ま
で
に
、
住
所
・

２４

３１

氏
名
・
国
籍
・
電
話
番
号
・
日
本
で

の
滞
在
年
数
を
明
記
の
上
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
政
策
室
協
働
調
整

担
当
へ
。

■
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
事
務
職
員

〔
対
象
〕
市
内
在
住
で
パ
ソ
コ
ン
を

扱
え
る
お
お
む
ね　

歳
ま
で
の
方

４５

（
で
き
れ
ば
接
客
経
験
あ
り
）〔
募
集

人
員
〕
１
人
〔
勤
務
期
間
〕
平
成　
２４

年
１
月
１
日
～　

月　

日
※
更
新
あ

１２

３１

り
〔
勤
務
日
時
〕
月
～
金
曜
日
午
前

８
時　

分
～
午
後
５
時　

分
（
土
・

３０

１５

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）〔
勤
務
内
容
〕

地
域
セ
ン
タ
ー
一
般
事
務
・
図
書
事

務
※
書
類
選
考
お
よ
び
面
接
（　

日
２５

掌
予
定
）
あ
り

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

月
１２

　

日
昭
ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
添

２２付
）
を
持
参
の
上
、
上
和
泉
地
域
セ

ン
タ
ー
察
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）
へ
。

■
生
活
支
援
員
（
非
常
勤
）

　

認
知
症
高
齢
者
、
知
的
・
精
神
障

が
い
者
宅
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
見

守
り
・
郵
便
物
確
認
・
日
常
金
銭
管

理
な
ど
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
、

説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
説
明
会
〕　

月　

日
昇
午
後
２
時

１２

２０

～
３
時
・
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
社
会

福
祉
協
議
会
（
あ
ん
し
ん
狛
江
）
察

（
３
４
８
８
）
５
６
０
３
へ
。

http://www.ecorma-hall.jp/

エコルマホール窓口でのチケットの取り扱いは午前９時から午後７
時まで（電話予約でも取り扱っています）。小田急ＯＸ狛江店宝くじ
売り場でも、チケットを取り扱っています。

脅
和
泉
児
童
館 

察
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
映
画
会　
〔
日
程
〕　

月　

日
昌

１２

２８

〔
時
間
・
内
容
〕
午
後
２
時
～
４

時
・
名
探
偵
コ
ナ
ン
、
午
後
４
時

～
６
時
・
金
田
一
少
年
の
事
件
簿

〔
対
象
〕
小
学
生

■
中
高
生
映
画
会「
ら
き
☆
す
た
」

　
〔
日
時
〕　

月　

日
昌
午
後
６
時

１２

２８

～
７
時
〔
対
象
〕
中
学
・
高
校
生

■
皆
で
大
縄　
〔
日
時
〕毎
週
水
曜

日
午
後
３
時
～
３
時　

分
３０

■
伝
承
遊
び
週
間　
〔
日
程
〕平
成

　

年
１
月
５
日
昭
～
７
日
松
〔
対

２４象
〕小
学
生〔
内

容
〕
こ
ま
、
羽

子
板
、
か
る
た
、

ベ
ー
ゴ
マ
で
遊

び
ま
す
。

■
か
る
た
大
会　
〔
日
時
〕平
成　
２４

年
１
月
５
日
昭
午
後
４
時
～
５
時

〔
対
象
〕
小
学
生
～
高
校
生
〔
内

容
〕
か
る
た
の
勝
ち
抜
き
大
会
※

参
加
賞
あ
り
。

脅
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

察
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
ロ
ッ
キ
ー
シ
ネ
マ
ズ　
〔
日
時
〕

　

月　

日
晶
午
後
３
時
～
５
時

１２

１６

〔
対
象
〕
小
学
生

■
ス
タ
ッ
フ
タ
イ
ム
「
あ
や
ち
ゃ

ん
の
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
」　

〔
日
時
〕

　

月　

日
昌
午
後
３
時　

分
～
４

１２

２１

３０

時　

分〔
対
象
〕小
学
生〔
内
容
〕ド

３０
イ
ツ
生
ま
れ
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

■
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
Ｊ
Ｓ
Ａ　

」
４８

　
〔
日
時
〕　

月　

日
昭
午
後
３
時

１２

２２

　

分
～
４
時　

分
〔
対
象
〕
小
学

３０

４５

生〔
内
容
〕制
限
時
間
逃
げ
切
ろ
う
。

脅
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

察
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
Ｄ
ａ
ｄ
ｄ
ｙ
埀ｓ　

Ｋ
ｉ
ｔ
ｃ

ｈ
ｅ
ｎ
～
パ
パ
の
作
っ
た
手
料
理

で
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

～　
〔
日
時
〕平
成　

年
１
月　

日

２４

１４

松
午
前　

時　

分
～
午
後
零
時　

１０

３０

３０

分
〔
定
員
〕
８
組
〔
申
し
込
み
〕

　

月　

日
捷
か
ら

１２

１９

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育子育てててててててててててててててててててててて

　

使
用
済
み
注
射
針
の
針
刺
し
事
故

に
よ
る
感
染
防
止
の
た
め
、薬
局（
左

表
参
照
）
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注

射
の
使
用
済
み
注
射
針
の
回
収
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

〔
回
収
方
法
〕
い
つ
も
イ
ン
ス
リ
ン

注
射
薬
の
調
剤
を
受
け
て
い
る
薬
局

で
、
使
用
済
み
注
射
針
の
保
管
容
器

（
無
料
）
を
受
け
取
り
、
保
管
容
器

が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
、
同
じ
薬

局
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
回
収
し
た

保
管
容
器
は
狛
江
市
薬
剤
師
会
が
ま

と
め
、
廃
棄
事
業
者
を
通
じ
て
、
安

全
に
廃
棄
処
分
を
行
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
薬
剤
師
会

察
（
５
４
９
７
）
２
５
０
１

～
危
険
！
使
用
済
み
注
射
針
は

　
　

一
般
ゴ
ミ
で
捨
て
な
い
で
～

■インスリン自己注射の使用済み注射針回収薬局一覧
電話番号住　所協力薬局名電話番号住　所協力薬局名

（３４８９）５７５０中和泉５－３１－１９狛江グリーン薬
局（５４３８）２４８１和泉本町１－２－１２狛江和泉薬局

（３４８８）６４４７　〃　５－３３－３５たから薬局中和
泉店（３４８８）７１９５　 〃　 ２－１７－１３イズミ薬局

（３４８９）８５８３東和泉１－８－１０テレヂア谷田部
薬局（３４８９）３１１３　 〃　 ２－２５－２森田薬局

（３４８８）７３６６　〃　１－１８－６鎌倉ファーマシ
ー狛江薬局（５４９７）７８４１　 〃　 ４－１０－２たから薬局狛江

店

（３４８９）７５５７　〃　１－２９－１１薬局　和泉（５４９７）７６２１　 〃　 ４－１０－４さくら三仁堂薬
局

（３４８８）９９０１　〃　１－３１－２６サトー薬局東和
泉店（５４９７）０４１１　 〃　 ４－１０－８狛江市薬剤師会

ふれあい薬局

（３４８０）１８２０　〃　３－６－４山内薬局（３４３０）３５３１中和泉１－１－１－
　　　１・２Ｆ

狛江セントラル
薬局

（３４８９）９７７３岩戸南１－３－１６サンヨー堂薬局（３４８９）８５８５　〃　１－４－１５－
　　　１０１サクラ堂薬局

（３４８９）４６５４岩戸北２－１９－２１大学堂薬局（３４８９）７７９５　〃　１－８－１５大塚薬局

（５７６１）５７５５　〃　３－１４－２１
　　　－１０４しんわ薬局（５４３８）６６９５　〃　２－１－５ウエルパーク薬

局狛江松原店

（３４８８）１７８６西野川１－１５－５平安堂薬局西野
川店（３４８９）６６０１　〃　５－１－２０いとう調剤薬局

上和泉店

（３４３０）１０４８　〃　１－１５－１９薬局　野川（５４３８）７０７７　〃　５－３１－１６リジョイス薬局
狛江店

使使使使使使使使使使
用用用用用用用用用用
済済済済済済済済済済

使
用
済
みみみみみみみみみみみ
注注注注注注注注注注
射射射射射射射射射射
針針針針針針針針針針

注
射
針
ののののののののののの
回回回回回回回回回回
収収収収収収収収収収
事事事事事事事事事事

回
収
事
業業業業業業業業業業業

好評発売中 未就学児はご遠慮ください※託児サー
ビスあり（有料・２歳以上・申し込み）

■フレッシュ名曲コンサート～世界
が注目するホープ・山田和樹指揮　
東京フィルハーモニー交響楽団～
〔日時〕平成２４年２月４日松午後３
時開演
〔出演〕バイオリン：依田真宣
〔チケット〕全席指定　一般３，５００円　高校生以下５００円（当
日、要学生証など）
〔曲目〕ブラームス「交響曲第１番ハ短調」、メンデルスゾ
ーン「ヴァイオリン協奏曲」他

■名手たちの競演～楽しい室内楽！
～エコルマ・アンサンブル　Vol．４
〔日時〕平成２４年３月１０日松午後３時開演
〔出演〕ピアノ：松本和将、高田匡隆（市
内在住）、バイオリン：小森谷巧・岩淵さ
やか（市内在住）、ビオラ：川本嘉子、チェ
ロ：藤森亮一、コントラバス：市川雅典、
フルート：吉岡次郎、クラリネット：木津陽介（市内在住）、
パーカッション：岩村茜・長屋綾乃
〔チケット〕全席指定　一般３，０００円　中学生以下５００円
（当日、要学生証など）※団体割引（１０枚以上で１０％引き）あり
〔曲目〕サン＝サーンス「動物の謝肉祭」、モーツァルト
「ディヴェルティメント　ニ長調Ｋ．１３６」他
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